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石垣：大丈夫です。スムーズに行きました。
　先ほど、キーワードと言いましたね。去年の夏、この sksk で初めて行ったグループ
展「また、海に行こう」に上村さんにも出品していただいたのですが、その時、上村
さんが持っていらっしゃった作品のタイトルが〈緑の鉢〉だったのです。今回の draw 
2 展の作品と同じタイプの作品です。
　「また、海に行こう」という展覧会だったので、初め、波を描いた海の絵なのかと思
いましたが、タイトルを聞いたら〈緑の鉢〉だと。何故かと尋ねたら、制作している
うちに、緑の鉢シリーズに見えてきたということでしたね？
上村：はい、そうです。
石垣：「また、海に行こう」展なのに〈緑の鉢〉？　と思ったのだけれど、この展覧会
に向けて制作したのだから良いかということになり、そこに「桐生再演」の「吾妻公
園温室プロジェクト」の冊子を一緒に展示しました。
　その展覧会期間中に私が上村さんに伺った、「鉢」というモチーフと「吾妻公園温室
プロジェクト」の関係のお話を、ここで皆さんにもしていただきたいと思って、この
sksk トークへの出演をお願いしたのです。
　今回の出品作は、タイトルが全て〈緑の鉢〉です。桐生で描いた作品も、最近描い
た作品も。描き方、表し方が全く違っても全てが〈緑の鉢〉。数年経過してまた同じモチー
フが出てくるのは何故なのか…。取り敢えず、まずは、この「吾妻公園温室プロジェクト」
のことからお話し下さい。
上村：先ほど、スライドショーで見ていただいたように、桐生に通うようになりました。
1994年からです。この吾妻公園という場所に出会ったのは４回目の1997年です。毎年、
場所探しから始まるものですから、いつも街をぐるぐる回るのですが、初めて山に登っ
てみました。
　それまでは知らなかったのですが、水道山という山があり、それに連なって吾妻山
があり、桐生は盆地というか、渡瀬川に注ぎ込む桐生川に沿って出来た谷地で、周り
は山に囲まれています。その山の中腹に公園があるので、街が見渡せるのです。
　そういうスポットをそれまで知らなくて…。それまでの制作というのは、街の地面
とか工場跡の床とかにへばりついて、型を取っているというか、触りまくっていると
いうか、埃を退けているというか吸っているというか、そういう作業ばかりをしてい
たものですから、初めて、それらを俯瞰するような視点を実感しました。ああ、これ
が街かと…。その落差をうまく表現できないかと思ったのです。
　それまでは、こういう所謂インスタレーションの作品を作っていて、何かしらそこ
で自分が行為してその痕跡を残すという作品が多かったのですけれど、そういう距離
自体、構造自体、自分の体験の時間をどうやったら表現できるのかなという…。今も
よくわからないですけれど…。初めてそういう課題に直面して、探っていました。
　何故かその時にダイアローグ、対話劇のようなものを思いついて、この対話を一つ
の出発点として考えようとし始めました。

　「この温室は美しい」
　「そんなことは知っている」
　「だから毎日水を遣ったりして、大切に世話をしているのですね」
　「毎日水を遣って大切に世話をしているから美しいんだ」
　「僕は今日初めてこの場所を知ったんです」
　「私も今、ここが美しい場所だって事を知ったんだ」
　「つまり、ここは毎日いつも新に在って、いつも新に美しいんですね」
　「いや、ここは毎日いつも既に在って、いつも既に美しいんだ」

「また、海に行こう」展 会場　2012 年
壁面右側が上村作品〈緑の鉢〉　　（石垣克子撮影）

「draw 2」展 会場　2013 年
上村作品〈緑の鉢〉 5 点が並ぶ　　（石垣克子撮影）



　噛み合わない会話。具体的には僕と温室を管理しているおじさんの会話という想定
ですが、すれ違っているけれど、それが補完し合って、新たにあることと既にあるこ
とが一体ではないかと…。それを、今までのような作品ではなかなか表せなかったので、
この場所を借りることにしました。
　この温室は、市の公園緑地課が管理している公園の中にあったのですけれど、元々
はある個人が趣味で作っていた温室があって、その人がずっと作ってきたものを市に
寄贈したものでした。今でもその名残があって、街の個人的なサークル、蘭の愛好家
とかが自主的に鉢を預けて毎日世話をしにくる。もちろん市の人も管理しているので
すが、そういう半分パブリック、半分プライベートな、それでも誰でも入れる場所。
位置的にも街の中心地から山に入ったところ。この関係が面白いなと思いました。
　その関係を、今までのような作品を作るのではなく、「桐生再演」という特殊な２ヶ
月間くらいの間に、外から来た人も桐生の人も、そういう既にある関係を見るかたち
で改めて意識できるような仕組みはないかなと考えが進み、自分には似合わない言葉
ですが、初めて、プロジェクトという名前をつけました。
　温室で預かっている鉢を特定の期間、街の希望する個人に貸し出して、その間世話
をしてもらう。温室にあった鉢が街の中に拡散し、展覧会としては温室が会場で、空っ
ぽの温室がある。そういう逆転した構造が面白いと、それを想像してしまいました。
　この冊子に、それを図に書きました。温室の中にあった鉢が街の中に分散していく
イメージ。これを実際にやろうとしたんですね、1 年目は。それで、役所に掛け合って、
そういうシステムを作ろうとしたのですが、鉢は預けられているものであっても市の
財産なので実際に貸し出すのは難しいと言われ、全部の鉢に貸し出すためのナンバー
をつけてリストまで作ったのですが、プロジェクトとしてのそういうシステムは実行
出来ませんでした。
　その代わり、そんな僕が一生懸命やっているのを見ていた管理人のおじさんが、「空っ
ぽにだけはしてあげるよ」と言ってくれて、鉢を貸し出すことは出来なかったけれど、
温室の片方の部屋を全部空っぽにしてくれました。その空っぽの温室にこの冊子の元
になったコンセプトシートと小さな温室の模型があるという作品を作りました。観に
きた人には模型を観、テキストを読みながら、暑い中、何もない温室をウロウロして
貰う。その横には蘭の愛好会の事務所という快適な休憩所があって、僕はそこに居て、
観客が来ると出て行って話をするというものでした。
　プロジェクトとして、実際に実行できなかったのですけれども、だんだん、実行す
るというのは違うという思いが出てきました。そういうシステムを作ってやろうとし
たら多分できたと思うのですが、次の年からは、このモチーフを何か想像上のイメー
ジとして表現する、ドローイングだったり、別のものだったりとか、モチーフ自体がずっ
と僕の想像力の中に続いているという状況なのですね。
　その一つの象徴的なものが、この空っぽの鉢のアイコンで、「吾妻公園温室プロジェ
クト」の冊子を作って裏表紙にこんなマークを印刷しました。二つの鉢が重なっていて、
どちらが前か後ろかわからないような。これが良いなと思って、500 部、プリントゴッ
コで一つずつ銀色で刷ったんです。
　「桐生再演」は毎年、こういうカタログを作っています。何故かこういうボックス形
式にしています。それぞれ自分で好きな形に作って、この中に入れるという形式にし
ていて、一枚もので入れる人、リーフレットの人もいて、そこに僕はこういう冊子と
して入れました。
　という訳で、〈緑の鉢〉というのは、吾妻公園温室プロジェクトという、もう 10 年
以上も前から始まった、1997 年からなので、20 年近く前に始まったものから、モチー
フとしてずっと続いています。
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　ここに展示している右端の作品が一番古いものですが、あれも「桐生再演」で吾妻
公園温室プロジェクトが終わったずいぶん後の 2005 年に京都で開催した展覧会「庭
に水を遣る」の直前に描いて、あれを描いた時に初めて〈緑の鉢〉というタイトルを
付けたのです。
　鉢が並んでいる状態のドローイングをたどたどしく描いたのですが、単純なことで
すけれど、鉢と鉢の間の形も鉢なのだなと思ったんです、その時に。もともとは隙間
として緑を塗っていたのです、抜ける空間として。でも、あっ、こっちが鉢だなとい
う気がしたのです、絵を描いているときに。
　〈緑の鉢〉というのは、緑が植わっている鉢じゃなくて、隙間の緑の方が鉢だよって
意味なのです。そのちょっと逆転している、地と図が逆転しているようなものが、自
分の制作の一つのモチーフ。
　さっきの吾妻公園温室プロジェクトの、鉢を温室から移動する、温室は空っぽなの
ですけれど、そこにあるものはどこにあるかは分からないけれど普通の街の中に並べ
られているはず…。というようなことと、絵として地と図が逆転しているというよう
なこととが噛み合って、ドローイングのモチーフとしても〈緑の鉢〉というのが出て
きたということです。
　時が移って、沖縄に来て、去年のドローイング展に出すということで、全然違う動
機で描いていたのですけれど、作っていたら、また鉢が…。無意識にというか、多分
意識しているのですが、そういう形に見えてきた。
　これは、作っている本人にとっては、凄く面白いことですけれど、そういう面白さを、
普通のドローイングの形として見せられないかなというのが、この〈緑の鉢〉シリー
ズのドローイングの基本的なコンセプトです。
　何かよく分からない話を長くしてしまいましたが…。

石垣：いえ、よく分かりました。〈緑の鉢〉シリーズの後、〈路地の構造〉のシリーズになっ
ていきますね。スライドショーで簡単には伺ったのですが、〈路地の構造〉に移行して
行った理由やコンセプトについてもう少し詳しく知りたいのですが…。
　例えば、打ち合わせの時のお話の、路地を歩いていたら、表通りではなく裏に植木
が並べられている、人に見せる訳でなく裏側に置いているのは何故、というようなと
ころから…。
上村：植木鉢というのは、吾妻公園温室プロジェクトからのモチーフの続きで、街を
歩いていても気になるというか、自然に見てしまいます。
　〈路地の構造〉に移行していく時に一番考えたのは、基本的には、体験していること
の時間とか構造をどのように作品の形にできるのかという、吾妻公園の時と同様の問
題です。参加型のプロジェクトにするというのでもなく、探ってドローイングを続け
ながら考えました。
　〈路地の構造 2004〉の真上から見ると三角形の少し大掛かりな立体物も、彫刻とし
て作っている訳ではなく、感じている構造のようなものをどう見せるかが問題でした。
この年、特に感じていたのは、路地に入っていくと、路地空間のルールというか…、
表通りには人が目にすることを意識して飾った鉢植えなどが出してあるのですが、裏
と裏が向かい合っている空間があって、大体、その裏の方が面白いのです。
　桐生は古い街なので袋小路も沢山ある。そういう、裏と裏が向かい合っているとこ
ろも袋小路が多いのですが、意外にどこまでも抜けていくこともできて、割合、自由
に入り込むこともできる。そういう裏側同士が向かい合っている空間は、基本的には
住んでいる人しか見ない場所で、どんな基準で並べているのかちょっと分からないけ
れど、そちらの方が綺麗だったりするのです。
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　そういうことが、僕が何か引っかかって歩いている、10 年以上も桐生の街を歩きな
がら歩かされている一番のモチベーションで、それを〈路地の構造〉と言ってみたの
です。
　あの三角形の立体物も実際にあったひとつの小屋がモデルですが、その「見せる／
見せない」を、どういう論理でその人はそうしているのだろう…。
石垣：それは分かるのですか？
上村：いや、分からないから、こういうものを作っているのであって、作るとまた余
計に分からなくなり、余計に楽しめる…。
石垣：作ったから分かるということではないのですね。
　でも、この〈路地の構造〉は次の 2005 年の〈無題（旧東洋紡織工場にて）〉にどう繋がっ
て行ったのですか？　フロッタージュとも違いますね。
上村：フロッタージュするというのもだんだん無くなっていき、これは建物一棟がモ
チーフだったんです。
　やっぱり路地の奥にあって、先ほど話したように、何年も前から目をつけていた建
物で、たまたまこの年、オーナーの人と知り合い仲良くなって、倉庫として貸してい
たのがちょうどこの年は空いていて、借りられました。
　倉庫として使っていたので棚があって窓が全部塞がれていました。物もぎっしり入っ
ていたのを片付けて、この建物の元々の空間を取り戻す、窓を塞いでいた板も全部剥
がし、だんだん明るくしていくというのが、この年、僕がしたことです。
　この時の狙いは、この建物が受けている光自体でこの建物を照らすというコンセプ
トで、巨大なレフ板を下に作ったということなのです。天窓から入ってきた光を下に
張った障子のような和紙の床で反射して内側を照らす。その床は、明らかに人が足を
踏み入れることは出来ない。観る人は周りにあるキャットウォークのような通路から
しかこの空間を体験できません。
　観にきた人は、元の倉庫の状態は知らない訳です。倉庫の時との違いを、このギャッ
プで感じてもらえないかとこのような形にしました。
　この右下の写真は、外が暗くなった時に中が光っているという写真です。
観客：その最後の写真は自然の光なのですか？
上村：いや、これは写真のために電気の灯りをつけました。カタログに載せる写真と
して、分かりやすくするために、撮影のために明かりをつけて撮りました。
石垣：こう見てくると、作業量がすごいですね。広いところを掃除したり、片付けたり、
設置したり…。
　ここで少し、休憩しましょう。5 分間くらい休憩にします。

上村：休憩中に質問をいただいたので、「桐生再演」についてもう少しお話ししようと
思います。
　桐生の新聞記者と知り合ったことから、たまたま偶然に 1994 年、始まったアート・
プロジェクトだったのですが、思いのほか、毎年々々一から始めるようなものではあっ
たのですが、気が付いたらかなり継続していまして、今もまだ、一部続いているよう
な状態です。
　始まって 9 年目 2002 年に、最初の回からお世話になっていた古い工場が、その 10
年ほどの間にさらに老朽化し、梁が一部折れてしまい、オーナーから、これでは人を
入れられない、今年は悪いけれど貸すことは出来ないと言われました。もう取り壊さ
ないといけないような状態。そのオーナーは元々美術とは全く関係のない人で、東京
に住んでいて桐生のそこが実家の女性でした。
　その実家というのが、桐生ではなかなかの名家で、その祖父と父、森山芳平さん、
そ
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その一代、二代が作った工場、森芳工場と言います。そこは機織りの工場として栄え
たのですが、技術普及、教育活動に専念された、街の中でも尊敬されている家です。
　そのため周りからも注目されていて、その工場がだんだん古くなり汚くなって、お
まけによく分からない若者が出入りして変なものを展示している。いよいよ建物が危
なくなった。
　元々、美術、ましてや現代美術には無縁な方だったのですが、10 年ほどの間、若者
が一生懸命活動しているのを見てきて、なんとか実現させてあげようと、本当に物心
両面でサポートしてきていただきました。合宿場として貸していただいたり、街の人々
に説明していただいたりもしていました。
　その方が、10 年ほどやってきてこういう状態になったのだけれど、これも縁なので、
もし、あなたたちがこの工場をこれからも使って活動していきたい気持ちがあるのな
ら、私がお金を出すので改築しましょうと仰って下さったのです。
　せっかくそういう申し出を受けたので、桐生再演に関わるメンバーで話をしました。
メンバーは、ほぼ大学の関係者でした。はじめ学生で参加したものが大学院に進み、
その後、助手になったりして、さらに後輩を連れてくる。そういうサイクルで成り立っ
ていたので、その時も、若い学生たちにも声をかけ、今で言うリノベーション・プロジェ
クトをするということでスタッフチームを作り、1 年間ほどかけて、その古い工場を
一旦解体し新しく再現し、桐生森芳工場スタジオとして 2003 年、活動を始めました。
　そのスペースは今も継続しています。それ以降は、桐生再演もここが一つの拠点に
なって、みんなが合宿しながら活動することができました。桐生再演は夏から秋にか
けて行われたのですが、それ以外の期間にも使えるところが出来て、学生が行ったり
地元の方に使っていただいたりと色々な形で使えるスペースになりました。
　10 年位かけてお互いの認識が変わってくるというか、街の中に毎年々々少しずつ何
かがある、そうすると街の人にとっても、いつも通っていた場所だけどこういうとこ
ろもあるのだなという認識の変化もあるし、僕たちは僕たちで毎年行って入り込むこ
とで環境の中に取り込まれていって、何か頑張ってアートを作るぞっていうものが解
きほぐされて、もう少し違うレベルで活動を考えられるようになる。
　こんなふうに双方の認識がだんだん変わっていく。一回限りのイベントではなかな
か認識できないものが蓄積されてきた。その一つの成果としてリノベーション・プロ
ジェクトがあったと思います。その様子をこれからスライドで見ていただこうと思い
ます。

「森芳工場プロジェクト 2003/2004 リノベーションの記録」スライドショー上映
　これが森芳工場の平面図で、元々はこんな感じで、桐生で一番古い木造の織物工場
でした。立派な母屋もあったのですが、誰も住んでいませんでした。
　これがプロジェクトの概念図です。所有者がいて、僕たちがプロジェクトスタッフ
のチームを作り、そのメンバーのお父さんが設計士だったので、そこの建築事務所に
いろいろ融通を効かせてもらって、工事自体は業者でしかできないのですが、基礎や
解体の工事ごとにそれぞれの業者さんに頼んで、僕らがそこで仕事を教えてもらいな
がら作業をするという形で進めてもらいました。
　お金は全て施主が私たちの食事も含めて負担してくださいました。
2003 年 5,6 月、建物現状調査、設計打ち合わせ
　工事を始める直前は、その前の年に行った作品のために真っ黒になっていました。
建物全部を真っ黒にして、窓を全部塞ぐという、先ほどの私の〈無題（旧東洋紡織工
場にて）〉と逆の作品だったのですが、そんな状態から始めました。
　なるべく現状を残したリノベーションにしようということで、工場の建物には三つ
ノコギリ屋根があるのですが、その中の一部だけ床を上げて、居室部と言いますか、
寝
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寝泊まりできるような形にしました。
　桐生のノコギリ屋根の工場にはほとんど窓がなく天窓だけです。この天窓はちゃん
と北向きになっていて、画家のアトリエと同じで光が一定です。絹織物の色が変わっ
て見えないよう常時同じような光で仕事ができます。
　ただ、せっかく改築するので、南側の一面は、明るくしようと全部磨りガラスにす
るということになり、織物工場としては珍しいものになりました。それ以外の構造は
そのまま使うというリノベーションになりました。
2003 年 7 月、作業開始、既存物撤去、解体工事
　設計の段階からなるべく関わるようにして、まずは掃除から。近くの廃業した焼き
鳥屋さんの建物を借りて合宿場にしました。歩いて 2 〜 3 分、ここから工場に通って
いました。
　桐生の中には、いろんな再利用している工場があり、見学したりしました。
　壁を剥がすところから始め、朽ちたところに補強を入れてもらい、とにかく、中にあっ
たものを廃棄するのに１ヶ月くらいかかりました。8 月くらいまで解体作業が延々と
続きました。これは殆ど学生と私たちだけで行いました。土壁だったので叩いて落とし、
どんどん捨てていきました。
　それで、何もない骨組みだけの状態になり、ここから工事が始まりました。ここま
で 2 ヶ月くらい。
　9 月から大工さんが三人くらい入って、一緒に合宿生活をしながら、自分たちがで
きるところは自分たちが行いました。
2003 年 9 月、本体工事、基礎工事、屋根工事
　基礎が腐っていたので、建物を浮かし、柱の下を全部切って、元々乗っていた基礎
を全部退かしました。
　ちょうどこの時、台風が来てしまったんです。その時は工事が休みの時でみんな地
元に引き上げていたのですが、急遽召集がかかりました。屋根はそのままあるので、
台風が直撃したらもう絶対建物が吹き飛ばされるということで、夜中にワイヤーで止
めたりしました。幸い、台風が少し外れて無事でした。
　これは木の大きな滑車です。織物工場には必ずあり、一つの動力から全部の織機を
動かすための動力を伝える仕掛けですが、木で出来ているのは珍しいらしいです。
2003 年 10 月、土間コンクリート工事、木工事、外壁工事、設備工事
　このブルーシートは、建物のすぐ側に大きな木が生えていて、コンクリート打ちの
時に落ち葉が入ってきてしまうとそのまま一緒に固まってしまうので、全部を覆った
のですが、木の影で思いがけず綺麗なスクリーンになっていました。
　そういうことが工事中はいろいろあって面白かったです。
　桐生は、夏暑く冬寒いので、床暖房にしました。
2003 年 11 月、内装工事、その他仕上げ工事
　この頃になると学生は授業が始まっていて、大体おじさんおばさんというか卒業生
が仕事して、週末になると学生が来るという状態でした。
2003 年 12 月、犬走り施工、その他仕上げ工事
　最後は周りの犬走のコンクリート打ち。もうお金も無くなってきたので、自分たち
でやりました。
　この次の年、「桐生再演」第９回目として、ここのお披露目を兼ねて、リノベーション・
プロジェクトの記録展を行いました。
　こんなことをやったのが、一つの大きな転機になりました。

　石垣さん、来ましたよね。
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石垣：行きました。2008 年、横浜で仕事があった時に、9 月に。
　「桐生再演 14」だったかな、知らない人に森芳工場まで連れて行ってもらって、あ
まり時間がなかったので、それから自転車でガーッと回りました。
　虫の声が聞こえる良いところでした。なかなか行けないからタイミングが良かった
と思いました。
　私は元々油絵を描いていたので、こういうプロジェクトにはあまり興味がなかった
けれど、前島アートセンターをきっかけに興味を持ち始めたし、2003 年というのは私
が wanakio で一番盛り上がった時で、同じ時期、違う場所でこういうことが起こって
いたのを後で知ると不思議な気がします。
上村：先ほどは沖縄と縁がなかったと言ったのですが…。「桐生再演」に沖縄県立芸術
大学の田中睦治さんが、（実は、僕の高校時代からの先生で、）５回目だったか、宮里
秀和さんや比嘉洋方さんと三人で「プラットホーム」というチーム名で参加されてい
ました。それで、こういう活動もしていたので、前島アートセンターのことは聞いて
いました。
石垣：上村さんが沖縄に来てすぐに、前島アートセンターで紹介された時の話だけれど、
沖縄には興味が無かった。来たいと思って来たわけでなく、就職が決まったので来た
といつも言っていましたよね。
上村：そんな酷いこと言ってた？
石垣：しきりに言っていましたよ。だけど、正直だなと思っていました。それからも
う７年経っていますよね、今はどうですか？
上村：資料でお配りしたテキストですが、一応、今日お話しした内容はこれに沿って
来たのですが、最後のページに、現在の僕の心境が載っています。こちらに来て最初
に卒業研究を担当した卒業生が美術の先生をしていて、『美術の先生は何を考えている
のか』という活動をしています。その記録集に文章を頼まれて書いたものです。
石垣：私は、その記録集を昨日いただいたのですが、みんなそれぞれ掲載は 1 ページ
が割り当てられているけれど、上村さんのページだけが字が小さい、ということは長
い！ということです。読んだら、「美術の先生は用務員さん」って書いてありました。
数年前の文章ですが、今も変わっていませんか？
上村：美術の先生像は変わっていません。理想は用務員さんです。実際、今、僕は美
術の先生なので、用務員さん的にもっと行きたいなと思っているのですが…。
　個人的なところから出発はしていますが、こういう活動をしてきて広がった部分も
あるし、でも、同時に、いろいろな社会制度的な場所に出ていかなければならない。
制度も考えなくてはいけない。制度との関係も考えなくてはいけない。
　そもそもが、画廊や美術館でやりたくないというところから始まっているものなの
で、コーディネーターとかキュレーターとか、何かを仲介するところを介さないでダ
イレクトに個人が出来ること、というのがこういった活動の一貫したテーマというか
課題だったのですね。
　やっていく中でそういう関係、実際の桐生といういろんな人が住んでいる街で近隣
の関係から街としての関係まで、お金の問題もあるし、その中で自分はアーティスト、
そういう仕事をするのはプロジェクトの事務方、企画するのはキュレーター、繋げる
のはコーディネーター、そういうアーティストというのは自分にとってものすごく違
和感がある。それは今でもそうです。
　途中で職の無い時に肩書きを書かなければならないときは美術家と書いていました
が、そういう位置としてのアーティストというのに僕はものすごく違和感があって、
つい、そういう気持ちが強すぎて、未だに、コーディネーターとかキュレーターとか
アーティストいう名称を聞くと、つい反感がぐぐぐっと出てしまう。要するにどうやっ
たら全体を自主的に出来るかという…。
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石垣：用務員さんみたいな人、自分で作ることができて、人にも知らせて、というの
が本来、美術家というかアーティスト。それが出来ていないとやっていけない。
　初めから私はこの立場だからこれはしません、あれはしませんって言ったら、そう
いう人たちが居なかったら人に見せられないっていうのは違う。
　だから、今、上村さんは壺屋にアトリエを構えているじゃないですか。そこが一つ
の拠点になって、私もそうですけれど、自分のところで展示会もこういうトークもで
きる。自分の制作も発表も、企画した展示もできる。
　壺屋のアトリエでは今後、どんな展開をする予定なのですか？
上村：何か計画的にやっているようにおっしゃっていただいているけれど、そうでも
ないので…。
　アトリエを２年くらい貸していただいていて、自分で作る空間をやり始めているの
ですけれども…。
　桐生の時は仲間と一緒に行っていたので共同作業も歌いながらできていて、掛け声
をかけながら夜になるとお酒を飲んで、ご飯を食べて、また明日頑張ろうみたいな、
こういう関係が、友達がいないので…。
　これが一人でできるのかというのが、今後の僕の人生の課題で、なかなかそういう
のが今は出来ていなくて、どうすればこのスペースで活動ができるのかなと探ってい
るのが現在の状況です。

石垣：今日は、本のこともお話ししたくて…。上村さんに紹介していただいた宮本常一。
これは『民俗学の旅』という本です。沖縄に来られる直前にたまたま読まれたらしく、
この『忘れられた日本人』も良く知られた本だそうです。
　この宮本常一のことも時間が許せばお話ししていただきたいです。
上村：最後の「立場」の話に、少しだけ関係していて、こういう活動をしてきた自分
とは何なのだろうか、ということがあります。
　アーティストとも違う、街おこしをしている訳でもない、ただ観光で来ている訳で
もない、それで商売をして生活している訳でもない。そうなのだけれど、毎年々々桐
生に行って、何か…、歩くんですね。
　これは何なのかというのが上手く言えない。ちょうどそういう時期で、職も無い時期、
沖縄に来る直前ですね。一人で自分の今までの活動を振り返ってまとめている時期に、
たまたまこの宮本常一を知りました。
　この人は民俗学者ではありますが、かなり異端の民俗学者です。この人の歩き方と
いうか旅の仕方、歩いている時に見ているもの、何かそれが凄く、「ああ、こういうも
のなのだな」と出会った気がしました。
　自分は何なのかと考えていた時に、全然違う分野なのだけれど、こういうことをし
ている人も居るんだと非常に感じた人ですね。面白い学者なので、もしも時間があれ
ばぜひ読んでください。
　もともと、フリーの民俗学者で、それで食えていた訳じゃ無いのですね、違う仕事
ばかりしていて。最後の最後になって武蔵野美大の先生になっているのですが、それ
まで無職で、渋沢敬三という人に私淑して、その人の仕事をしながらずっとやってき
た人です。
　小さい時にお父さんから言われた「十か条」というのが有名です。瀬戸内海の周防
大島というところの出身で、そこから大阪に出るときにお父さんに「他の町に行った
時はこういうところを見ろ」と言われ、お父さんというのは全く無学な人なのですが、
それがそのままこの人の生涯の民俗学の活動の芯になっていて、そこから全くぶれて
いないのです。
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　そういう生き方があるのだなと、民俗学者なのだけれど、普通に旅をして、「こういうところを見なさい」だけを頼りに、
その感覚を研ぎ澄ませてずっと活動してきた。
　その蓄積が民俗学の仕事としてもあるという、その在り方が素敵だなと思って、とても出会いを感じました。
　この「宮本常一を知った」という感触を持って沖縄に来たのです。
　琉球大学に応募して、一次審査に合格して面接に来た。初めて沖縄に来たのです、2005 年の 6 月に。
　面接の試験を受けた後に、せっかく沖縄に来たので田中睦治さんに会いに行きました。県立芸大のアトリエに伺って、最
初に、「田中先生、僕、最近こういう人を知ったんです」と言ったら、「僕も最近注目しているんだよ！」って、お互いに宮
本常一の写真集を買ったところでした。
　あ、いや、僕はまだその時お金がなくて、まだ買えてなかった。面白いよって話で、図らずも…。
　そこで唯一、沖縄との縁を感じました。これは何か出会いかもしれないって思った覚えがあります。
石垣：良かったです。
　時間もオーバーしているので、この辺りで今日の sksk トークは終わりにしようかなと思います。
上村：今日の資料のテキストの他に、そちらに「桐生再演」のカタログを置いてあります。毎年、結構マメにカタログを作っ
ていますので、興味があればご覧ください。
　それから、そこにいらっしゃる富田俊明さん。現在、富田さんは北海道、僕は沖縄にいて、これはお互い偶然ではあるの
ですが、そこから何か交流ができないかということで、毎年大学の集中講義にお呼びしています。
　今年はそれが少し発展して、富田さんのところの卒業生の若手の作家お二人、秋元さなえさん、中村絵美さんの二人展を
再来週の火曜日からラファイエットのスペースをお借りして開催します。
　沖縄側の同世代の交流パートナーとして平良亜弥さん、玉寄真季子さんに対話に加わっていただきます。
　北海道の作家お二人は北海道で生まれ育っていらっしゃるのですが、北海道にはアイヌ文化というネイティブな文化があ
る。彼女たちはいわゆる開拓民の家庭で育っているので、ネイティブなものと微妙な乖離感覚がある。自分たちのアイデンティ
ティやルーツに対して微妙な感覚があって、そういうものを頼りにして北海道で作品を意識的に作っている。
　沖縄とも通じ合う問題を抱えていると思います。ぜひお越しください。
　それでは今日は皆様、本当に長い時間おつきあいいただきまして、ありがとうございました。
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